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３年２章 平方根 「平方根の加法，減法」

１ 問題と問題の意図

＜問題＞

太郎くんは次のように計算をした。正しいか？

① ＋ ＝

② ＋ ＝

＜問題の意図＞

教科書の平方根の加法・減法の導入は，「 ＋ ＝ は正しいか？」や

「 ＋ ＝ は正しいか？」などの問題が多い。どちらも正しくないことは

理解できるが，すぐに「 ＋ ＝？」と進むので，思考が飛躍しているよう

に感じられる。そこで，自然な流れで考え，計算の方法が理解できるように問題

を工夫した。

２ 本時の目標

根号がついた数の加法や減法の方法を考え，計算することができる。

３ 授業の流れ

(1) 問題を提示し，予想させると多くの生徒が①，②とも正しくないと答える。

そこで①から正しくない理由を考えさせる。

その１）反例をあげる。

＋ ＝２＋３

＝５

≠ （根号の中の数をまとめることができない。）

その２）近似値を使う。

＋ ≒ 1.4＋ 1.4

＝ 2.8

≠

(2) 正しくないことを確認し，「正しくはどのように計算すればよいか？」と問

うと，３＋３＝３×２のように が２つあるので という意見が出される。

面積図を活用した線分図を提示し，この考えについて確認する。

＋ ＝

√２ √２ ２√２
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面積図を活用して以下のような問題を追加し，同類項の計算を生徒に考えさ

せる。

＋

＝

(3) 次に②の正しくない理由を考えさせる。

その１）(1) その１）と同じ。根号の中の数をまとめることができない。

その２）近似値を使う。

＋ ≒ 1.4＋ 1.7

＝ 3.1

≠

(4) 正しくないことを確認し，「正しくはどのように計算すればよいか？」と問

う。①と同様に「同じものが２つあるから」のようには計算できないことに気

付き，面積図を使っても根号の中の数はまとめられないことを確認する。

＋ ＝

(5) 次のような問題に取り組ませる。

＋１＋ ＋３ の計算方法を，面積図を使って説明しなさい。

式を，面積図を使って表すことができるようにするとともに，同じ大きさの

正方形はまとめることができる，違う大きさの正方形はまとめることができな

いことを確認する。

(6) 教科書で平方根の加法・減法について，②のような計算は「これ以上簡単な

形にはならないが１つの数を表していること」，①のような計算は「同類項を

まとめるのと同じようにして計算することができること」を確認し，教科書の

練習問題に取り組ませる。
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√２ √３ √２＋√３

５√２

２√２ ３√２


